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消費税引き上げに伴い
上下水道料金など改定へ

  令和元年10月１日から

　
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
が
８
％
か

ら
10
％
へ
と
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
公
共
料
金
の
見
直
し
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
収
支
状
況
の
確

認
、
利
用
料
金
の
推
計
及
び
料
金
改

定
パ
タ
ー
ン
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

以
前
は
、
類
似
施
設
や
近
隣
町
村
の

料
金
を
参
考
に
金
額
設
定
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
で
は

フ
ル
コ
ス
ト
原
則
（
※
運
営
す
る
の

に
必
要
な
金
額
に
固
定
費
と
一
定
率

の
利
益
を
加
算
し
て
料
金
を
算
定
す

る
方
式
）
に
よ
る
明
確
な
料
金
算
定

基
準
で
公
平
性
や
適
正
な
負
担
な
ど

を
考
慮
し
た
料
金
設
定
と
し
ま
し
た
。

変
更
前
と
変
更
後
の
金
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上水道料金

用途 改定後 改定前

一般用
基本料金 2,300 2,200

１㎥あたり 280 270

団体用
基本料金 6,440 6,150

１㎥あたり 335 320

営業用
基本料金 7,800 7,450

１㎥あたり 310 298 ※

浴場用
基本料金 16,605 15,850

１㎥あたり 235 225

工業用
基本料金 17,160 16,380

１㎥あたり 335 320

臨時用
基本料金 690 660

１㎥あたり 690 660

船舶用
基本料金 350 335

１㎥あたり 350 335

※1001㎥以上使用時は改定後190円改定前185円
◇お問合せ先　役場建設水道課管理係☎42-2181

下水道料金

用途 改定後 改定前

一般用
基本料金 1,675 1,600

１㎥あたり 205 200

営業・
団体用

基本料金 4,680 4,470

１㎥あたり 240 230

浴場用
基本料金 12,065 11,520

１㎥あたり 165 160

◇お問合せ先　役場建設水道課管理係☎42-2181

し尿収集料金

用途 改定後 改定前

収集料
基本料金 1,364 1,339

20㎥あたり 136 134

◇お問合せ先　北後志衛生施設組合☎22-4489

古平家族旅行村

対象施設等 改定後 改定前

入村料
一般 600 500

高校生以下 400 300

ケビンＡ型
宿泊 11,000 10,000

休憩 1,100 1,000

ケビンＢ型
宿泊 13,000 12,000

休憩 1,300 1,200

キャンプ施設 １泊 1,100 1,000

※この他各種使用料も改定
◇お問合せ先　古平家族旅行村☎42-4200

日本海ふるびら温泉しおかぜ

対象施設等 改定後 改定前

入館料(大人)

１回券 550 500

11回券 ― 5,000

12回券 6,000 ―

入館料(小人)

１回券 250 200

11回券 ― 2,000

12回券 2,500 ―

家族風呂 １時間 1,100 1,000

◇お問合せ先　日本海ふるびら温泉しおかぜ☎42-2290

パークゴルフ場

利用者等 改定後 改定前

利用料(大人)
町民 400 300

町民外 600 500

利用料(小人)
町民 200 100

町民外 300 200

用具 一式 200 100

◇お問合せ先　パークゴルフ場☎42-3003
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最大５０００円お得！！

消費税率10％への引き上げに伴う家計に与える負担の緩和や地域の消費を下支えするために、プレミア
ム付き商品券を発行します！
■購入できる方■
　①低 所 得 者　町民税非課税者（課税基準日平成31年１月１日）
　　　　　　　　※�町民税非課税者でも、町民税課税者と生計が同一の配偶者や扶養親族、生活保護者

等は対象外です。
　②子育て世帯　平成28年４月２日～令和元年９月30日に生まれた子が属する世帯主
　　　　　　　　※対象期間中のお子様が２名いる場合、対象者は２名です。
■購入限度額■
　１名につき２万円で２万5000円分の商品券が購入できます。
　※１回4000円で最大５回まで分けて購入することもできます。
■購入方法■
　①低 所 得 者　８月中に町民税非課税者の方に申請書が届きます。
　②子育て世帯　９月中に対象者に購入引換券が届きます。
■使用可能店舗■
　町内各店舗を予定しています。
　※現在、使用可能店舗を募集しており、決定次第お知らせします。
■引き換え期間■
　令和元年10月１日～令和２年２月29日
■使用期限■
　令和元年10月１日～令和２年３月31日
■商品券購入までの流れ■

低所得者・子育て世帯対象
古平町プレミアム付
商品券販売のお知らせ！！

◇お問合せ先　役場町民課社会福祉係　☎４２－２１８１（内線５７）

対象者 ８月 ９月 10月以降

①低所得者

②子育て世帯

役場に
申請書を
出します

役場での審査はありませんので、
申請書の提出は必要ありません。

役場で
審査を
します 対象者に

購入引換券
が届きます

購入引換券
を持ち役場
で商品券を
購入します

申請書が
届きます
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町の人事行政の
運営などの状況を
公表します！

　古平町人事行政の運営等の状況の公表
に関する条例第７条の規定に基づき、平
成30年度の人事行政の運営などの状況
を公表します。

１  職員数の任免および職員数に関する状況
(1) 平成30年度の採用と退職の状況

職種 採用
退職

定年 勧奨 自己都合
一般行政職 ２人 ２人 ０人 １人

(2) 職員数の状況と主な増減理由

区分
職員数

対前年増減数 主な増減理由
29年度 30年度

一般会計 67 66 △1
欠員不補充

特別会計 8 7 △1
合計 75 73 △2 －

２  職員の給与について
(1) 人件費の状況（平成30年度一般会計決算見込）

歳出額 人件費 人件費率 （参考）
Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 28年度人件費率

32億9100万円 5億3700万円 16.3% 12.8%

議員や委員の報酬、特別職の給与、

職員給与、共済費、退職手当組合

負担金などです

人件費とは

(2) 職員給与費の状況（平成30年度一般会計決算見込）					   
職員数 給与費 一人あたり給与費
Ａ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ Ｂ／Ａ
65 2億1946万円 3514万円 8471万円 3億3932万円 522万円

※千円以下切り捨て

毎月支給される給料・扶養手当・住居手当・通勤手当などの各種手当と民間の賞与（ボーナス）にあたる期末勤

勉手当と冬期間の燃料手当にあたる寒冷地手当を合わせたものです※職員手当には退職手当組合負担金を含みません

職員給与費とは

(3) 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
一般行政職� （平成30年４月１日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

古平町 38.8歳 281,772円 300,956円 299,580円
北海道 44.2歳 326,697円 392,780円 369,963円
国 43.5歳 329,845円 － 410,940円

類似団体 40.5歳 291,314円 334,999円 317,269円

給料に扶養手当、地域手当、

住居手当、時間外勤務手当な

どの諸手当の額を加算したも

ので地方公務員給与実態調査

から明らかにされているもの

給与とは

(4) 職員の初任給及び経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
� （平成30年４月１日現在）

区分 初任給
経験年数

10年 20年 30年

一般行政職
大学卒 179,200円 250,300円 339,100円 391,150円
高校卒 147,100円 220,000円 306,500円 361,133円

※職員の初任給は、職種、学歴、経験年数に基づき決定されます

国家公務員の平均給与月額に

は時間外勤務手当、特殊勤務

手当等が含まれていないため、

比較のため国家公務員と同じ

ベースで再計算したもの

国ベースとは

(5) 特別職の給料月額等� （平成29年度）

区分 給料月額 期末手当支給割合 区分 給料月額 期末手当支給割合
町長 65万円

 ６月　2.125月分
12月　2.275月分
計　4.4月分

副議長 19万3000円
 ６月　2.125月分
12月　2.275月分
計　4.4月分

副町長 56万円 常任委員長 17万7000円
教育長 51万5000円 議会運営委員長 17万7000円
議長 24万円 議員 16万2000円
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(6) 職員の諸手当の状況
① 期末手当・勤勉手当� （平成29年度）

区分 １人あたり
平均支給額

支給割合
加算措置の状況

期末手当 勤勉手当

古平町 123万円 2.6月分
（1.45月分）

1.8月分
（0.85月分）

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　2.5～7.5％

北海道 167万円 2.6月分
（1.45月分）

1.8月分
（0.85月分）

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　5～20％　　管理職加算10～25％

※（　）内は再任用職員の場合

② 退職手当� （平成30年４月１日現在）

区分
勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額 定年前早期

退職特例措置自己都合 勧奨,定年 自己都合 勧奨,定年 自己都合 勧奨,定年 自己都合 勧奨,定年
古平町 19.6695 24.5869 28.0395 33.2708 39.7575 47.7090 47.7090 47.7090 2～45％加算
国 19.6695 24.5869 28.0395 33.2708 39.7575 47.7090 47.7090 47.7090 2～45％加算

③ 時間外勤務手当
29年度決算 30年度決算見込

支給実績 958万1000円 1461万3000円
１人あたり平均支給年額 12万4000円 19万2000円

④ その他の手当� (平成30年４月１日現在)
手当名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

・配偶者　6,500円
・扶養親族たる子　10,000円
・扶養親族たる子のうち、満15歳に達する日後の最初の４月１日から満22歳に達する日後の
最初の３月31日までの間にある子　15,000円

・配偶者及び子以外の扶養親族　6,500円

住 居 手 当 家賃23,000円までの職員　12,000円との差額全額
家賃23,000円を超える職員　超える額の1/2に11,000円を加算した額（上限27,000円）

通 勤 手 当 運賃全額支給限度額　55,000円
交通用具（自家用車等）使用者は、通勤距離に応じて支給

管理職手当 管理職員に対して、一律に月額50,000円
休日勤務手当 祝日等の休日に勤務した場合に１時間あたりの給与額の100分の135を支給

３  職員の勤務時間その他の勤務条件について
(1) 勤務時間の状況� (平成30年４月１日現在)

始業 終業 休憩時間 閉庁日

8時45分 17時30分 60分間
土曜日・日曜日
国民の祝日に関する法律に規定する休日
12月31日から翌年１月５日までの間

(2) 休暇等の種類と内容
区分 内容

年次有給休暇 １年に20日で、20日以内の残日数を翌年のみ繰り越し可
病気休暇 負傷又は疾病のため療養する必要がある場合

特別休暇
（主なもの）

結　　婚 ５日以内
忌　　引 死亡した親族の続柄により１～10日
産前産後 出産予定日の８週間前の日から出産の日後８週間を経過する日まで
夏季休暇 ３日以内

介護休暇 職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等で負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに
支障があるものの介護をする場合には連続する２週間以上６月以内

育児休業 子が３歳に達するまでの期間

(3) 年次休暇（有給休暇）の取得状況（平成30年度）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消化率
1350日 618日 68人 9.1日 45.8%

※単位　月分
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４  職員の分限及び懲戒処分について
(1) 分限及び懲戒処分の状況
区分 内容 処分状況

分限処分
勤務実績が良くない場合、心身の故障のため職務の遂行に支障があ
る場合など、公務能率を維持することを目的として行われる不利益
処分であり、免職・降任・休職・降給の四種類がある。

心身の故障による休職　３件

懲戒処分

職務上の義務違反、公務員としてふさわしくない非行がある場合な
どに、道義的責任を問うことにより、公務における規律と秩序を維
持することを目的として行われる不利益処分であり、戒告・減給・
停職・免職の四種類がある。

なし

５  職員の服務の状況について
　地方公務員法では、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っ
ては、全力を挙げてこれに専念しなければならない」と規定されています。また、法令及び上司の職務命令に
従う義務、信用失墜行為の禁止、職務専念義務、秘密を守る義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営
利企業等の従事制限などさまざまな義務や制限が課せられています。

６  職員の研修の状況について
(1) 研修の状況(平成30年度)

研修内容 受講者数
後志町村会研修（新採用） 3
後志町村会研修（２年目） 3
職員研修センター研修 1

法制執務研修（基礎・応用） 5
その他研修（空き家対策等） 2

　職員の研修に関しては、「古平町職員の研修に関す
る要綱」において定められており、業務に必要な知識
又は技術を習得させるため、毎年度当初に職員研修計
画をたてて実施しています。

７  職員の福祉の状況について
　地方公務員法に規定されている職員の福利厚生制度は、北海道市町村職員共済組合及び北海道市町村職員福
祉協会が各市町村等と協力しながら実施しています。職員はすべて共済組合と福祉協会に加入しており、各種
の福利厚生制度を利用しています。また、職員は公務員災害補償法に基づき、公務上や通勤途中での死亡・負傷・
疾病などの災害に対する補償を受けることができます。

(1) 福祉の状況
区分 主な内容

共済組合
短期給付 職員や家族の病気やけが、出産、死亡、休業、災害などの給付
長期給付 退職後の年金を給付
福　　祉 各種貸付、貯金、健診、保養施設運営などの事業

福祉協会

福利厚生 保養施設利用助成、入院一時金、出産祝金
医療給付 退職後の職員のための医療費助成、入院見舞金、死亡弔慰金
貸　　付 育英資金貸付、一般貸付
生命共済 死亡・高度障害・医療入院などの保険事業

８  職員の利益の保護の状況について
　職員は、公平委員会に対して、給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求や、不利益な処分につ
いての不服申立てを行うことができます。公平委員会では要求を審査したり、不服申立てに対する裁決を行う
などの必要な措置を執ります。

(1) 平成30年度の後志管内公平委員会の状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 なし
職員の苦情処理相談の状況 なし

◇お問合せ先　役場総務課総務係　☎４２－２１８１
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お知らせ
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）

　

中
島
内
科

�

（
☎
22-

３
８
６
６
）

９
月
23
日
（
月
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
22-

３
８
４
３
）

９
月
29
日
（
日
）

　

よ
い
ち
北
川
眼
科
医
院

�

（
☎
22-

１
３
０
８
）

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

◆
開
催
日
時　

令
和
元
年
10
月
14
日（
月
）

・
受　

付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

・
開
会
式　

午
前
10
時

◆
ス
タ
ー
ト
場
所

・
古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
）

◆
種
目

・
走
る
コ
ー
ス
２
・
４
・
６
・
10
・
15
㎞

（
た
だ
し
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
２
㎞　

小
学
生
は
４
㎞
・
中
学
生
は
６
㎞
ま
で
）

・
歩
く
コ
ー
ス　

２
㎞
・
４
㎞

◆
参
加
料

・
大
人
１
０
０
０
円(

高
校
生
以
下
無
料)

◇
お
問
合
せ
先
・
申
込
先

・
古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
大
会
事
務
局
）

　
　
　

☎　

０
１
３
５-

42-

２
３
０
０

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
３
５-

42-

２
３
０
０

77
歳
以
上
の
方
へ

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
!!

○
開
催
日
時

　

令
和
元
年
９
月
11
日(

水)

午
前
11
時
～

○
場
所　

文
化
会
館
太
陽
ホ
ー
ル

○
対
象
者　

数
え
年
で
77
歳
以
上
の
方

(

昭
和
18
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ)

）

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

　

（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）
☎
42-

２
１
８
２

第
44
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入

や所得額が一定基準以下の、年金受給者の生活

を支援するために、年金に上乗せされて支給さ

れるものです。

　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案

内や事務手続きは日本年金機構が実施します。

■対象者

①老齢基礎年金を受給している方

・65歳以上

・世帯員全員が町民税非課税

・年金や所得の合計が約88万円以下

※３つをすべて満たしていると対象

②障害基礎年金,遺族基礎年金受給者

・前年の所得が約462万円以下

■請求手続き

Ａ�平成31年４月１日以前から年金を受給してい

る方→対象者に日本年金機構から請求手続き

のご案内が９月上旬頃から届きます。

Ｂ�平成31年４月２日以降に年金を受給し始めた

方→年金請求の手続きと併せて年金事務所か

役場で請求手続きをしてください。

◇お問合せ先

　給付金専用ダイヤル　0570-05-4092

　平成31年４月分から令和２年３月分までの国民

年金保険料は、月額16410円です。保険料は、日

本年金機構から送付される納付書で、金融機関・

郵便局・コンビニで納めることができます。また、

クレジットカードによる納付やインターネット等

を利用しての納付、便利な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期

限までに納めていただけない方に対して、電

話・文書・訪問を行い早期に納めていただくよ

う案内をしています。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きに

よって督促を行い、指定された期限までに納付が

ない場合は、延滞金が課されるだけではなく、納

付義務のある方の財産が差し押さえられることが

ありますので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合

は、保険料が免除・猶予される制度があります

ので、役場窓口へご相談ください。

◇お問合せ先　小樽年金事務所　0134-65-5002

国民年金保険料は
納付期限までに納めましょう

年金生活者支援給付金制度
が始まります（10月１日～）
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７
月
９
日
、
北
後
志
５
町
村
や
警
察
な

ど
約
15
台
の
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
明

る
い
社
会
を
目
指
し
、
北
後
志
５
町
村
が

一
体
と
な
っ
て
各
町
村
を
回
り
普
及
啓
発

す
る
も
の
で
す
。

　

パ
レ
ー
ド
に
併
せ
て
文
化
会
館
で
、
余

市
地
区
保
護
司
会
会
長
か
ら
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
貞
村
町
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
貞
村
町
長
は
「
地
域
全
体
で
再

犯
防
止
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
文
化
会
館
で
古
平
町
住
民

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
事
前
に
小
中
学
生
か
ら
募
集

し
て
い
た
標
語
の
優
秀
作
品
が
発
表
さ
れ

た
ほ
か
、
約
70
人
の
参
加
者
は
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

優
秀
標
語
は
応
募
総
数
１
５
１
作
品
の

う
ち
27
作
品
、
優
秀
作
文
は
応
募
総
数
15

作
品
の
う
ち
３
作
品
で
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人

が
読
み
上
げ
、
貞
村
町
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

車
両
パ
レ
ー
ド

古
平
町
住
民
集
会

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
心
安
全
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
全
国
的
な
運
動
で
あ
る

「
第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」が
行
わ
れ
、強
調
月
間
で
あ
る
７
月
に
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
69
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

メッセージ伝達のようす

作品発表する児童たち

標
語
優
秀
作
品

小
学
生

・
じ
ょ
う
ず
だ
ね　

ほ
め
ら
れ
ち
ゃ
っ
た　

う
れ
し
い
な�

１
年　

立
島　
　

湊
み
な
と

・
け
ん
か
し
た　

ご
め
ん
と
い
っ
て　

な
か
な
お
り�

１
年　

細
川　

直な
お

暉き

・
あ
り
が
と
う　

う
れ
し
く
な
る　

ま
ほ
う
の
こ
と
ば�

１
年　

堀　

仁じ
ん

太た

龍ろ
う

・
こ
え
を
だ
し　

か
ん
し
ゃ
の
き
も
ち　

あ
り
が
と
う�

２
年　

佐
藤　

大た
い

智ち

・
な
ら
ぶ
と
き　

ど
う
ぞ
と
い
っ
て　

ゆ
ず
り
あ
い�

２
年　

谷
内　

羽は

く空

・
ひ
ろ
げ
よ
う　

み
ん
な
や
さ
し
く　

し
ん
せ
つ
に�

２
年　

堀　
　

愛ま
な

花か

・
や
さ
し
さ
は　

か
た
い
心　

ほ
ぐ
し
て
く�

３
年　

瀧
野　
　

登
の
ぼ
る

・
た
す
け
合
い　

つ
な
が
る
こ
こ
ろ　

あ
た
た
か
い�

３
年　

田
口　

絃い
と

夏か

・
あ
り
が
と
う　

一
つ
の
言
葉
で　

花
が
さ
く�

３
年　

吉
田
健け

ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

・
あ
り
が
と
う　

み
ん
な
う
れ
し
い　

い
い
言
葉�

４
年　

立
島　

七な
な

海み

・
と
も
だ
ち
の　

元
気
な
声
が　

た
か
ら
も
の�

４
年　

本
間　

嵩た
け
と
し敏

・
こ
ん
に
ち
は　

町
に
元
気
な　

花
が
さ
く�

４
年　

吉
田
淳

じ
ゅ
ん

之の

介す
け

・
お
は
よ
う
と　

笑
顔
で
い
っ
て　

い
い
気
も
ち�

５
年　

長
谷
川
隼

じ
ゅ
ん

大た

・
あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
が　

う
れ
し
い
ね�

５
年　

平
尾　

歩あ
ゆ

睦む

・
戦
い
は　

思
い
や
り
あ
れ
ば　

生
ま
れ
な
い�

５
年　

堀　
　

奏か

な

と音

・
あ
り
が
と
う　

こ
と
ば
ひ
と
つ
で　

え
が
お
に
な
る�

６
年　

坂
田
梨り

お

な

緒
奈

・
い
い
ま
ち
に　

す
る
に
は
笑
顔
で　

あ
い
さ
つ
を�

６
年　

藤
野　

心こ

こ虹

・
こ
ま
っ
て
る　

た
す
け
て
あ
げ
よ
う　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ�

６
年　

依
田　

那な

な奈
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中
学
生

・
あ
い
さ
つ
は　

心
と
心
が　

握
手
す
る�

１
年　

上
口　

歩あ
ゆ

夢む

・
つ
な
ご
う
よ　

笑
顔
の
バ
ト
ン　

み
ん
な
に
ね�

１
年　

須
貝　

玲れ
い

奈な

・
気
づ
か
っ
て　

会
話
の
中
の　

そ
の
言
葉�

１
年　

苗
代
澤
瀬ら

い

斗と

・
気
づ
こ
う
よ　

小
さ
な
声
の　

Ｓ
Ｏ
Ｓ�

２
年　

野
上
か
ん
な

・
文
字
よ
り
も　

声
で
伝
え
る　

こ
の
気
持
ち�

２
年　

本
間　

洸こ
う
す
け佑

・
大
丈
夫　

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ　

こ
れ
か
ら
も�

２
年　

横
山
夢む

う

あ

結
愛

・
文
字
じ
ゃ
な
く　

目
で
見
て
言
葉
で　

つ
た
え
な
き
ゃ�

３
年　

加
藤　

伶れ

み美

・
思
い
や
る　

心
大
事
に　

日
々
過
ご
す�

３
年　

中
村　

日ひ

な菜

・
「
大
丈
夫
？
」　

そ
の
一
言
が　

助
け
船�

３
年　

野
村　

咲さ

月つ
き

作
文
優
秀
作
品

小
学
生

・
助
け
る
気
持
ち�

６
年　

伊
藤　

妃ひ

よ

り愛

・
虐
待
に
つ
い
て�

６
年　

梅
野　

連れ

い衣

・
き
れ
い
な
古
平
に�

６
年　

福
井　

羽わ

か

な奏

　町で選ばれた優秀作品のうち、４つが北後志入賞
作品に選ばれ、小学生標語の部では３年生の田口絃
夏さんが銀賞を、中学生標語の部では３年生の中村
日菜さんが銀賞を、２年生の横山夢結愛さんが佳作
を、小学生作文の部では６年生の伊藤妃愛さんが銅
賞を受賞しました。４人は７月26日に余市町で行
われた「北後志住民集会」で表彰されました。

Q
　

亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
が
登

記
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

A
　

建
物
の
形
状
等
を
表
す
建
物
表
題
登
記

は
基
本
的
に
登
記
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
登
記

を
し
て
い
な
い
建
物
の
場
合
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
所
有
者
を
証
明
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
所

有
者
が
亡
く
な
り
、
相
続
人
の
間
で
相
続

す
る
人
を
決
め
た
後
も
登
記
を
し
て
い
な

い
と
、
売
買
が
で
き
な
い
ほ
か
、
さ
ら
に

相
続
が
発
生
し
た
際
、
所
有
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
こ
と
が
更
に
困
難
に
な
っ

て
き
ま
す
。
今
回
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
対
応
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①�　

相
続
人
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
（
遺

産
分
割
協
議
）
、
建
物
を
相
続
す
る
人

を
決
め
て
、
建
物
表
題
登
記
申
請
を
行

う
方
法
で
す
。
こ
の
手
続
き
に
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
建
物
の
図
面
を
作
成

し
、
お
じ
い
さ
ん
が
所
有
者
で
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
や
遺
産
分
割
協

議
書
の
添
付
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②�　

①
の
よ
う
な
相
続
人
の
中
で
の
話
し

合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
所
在
不
明

の
方
が
い
る
場
合
、
相
続
人
全
員
の
法

定
相
続
持
分
で
建
物
表
題
登
記
を
申
請

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
お
困
り
の
場
合
、
お
近

く
の
土
地
家
屋
調
査
士
又
は
札
幌
土
地
家

屋
調
査
士
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局　

　

☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/

sap
por

o

　

札
幌
司
法
書
士
会　

　

☎
０
１
１-

２
７
２-

９
０
３
５

　

（
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
予
約
）

※
小
樽
市
に
も
相
談
所
を
設
け
て
い
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

htt
p:/

/www.
sih

osyosi
.or.jp/

第９回

登
記
・
相
続
に
関
す
る
Q
＆
A

～ 

亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

建
て
た
家
が
登
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合 

～
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大島浅海部会長から話を聴く鈴木道知事

熱心に貯筋運動に取り組むようす

歌や掛け声に合わせて歩くようす

鈴木道知事が北海道の市町村を訪れ、各地の特色あ
る取り組みを行う人に話を聴く「なおみちカフェ」で
全道で初めて古平町を訪れました。

古平町では、漁協浅海部会の大島部会長が、ウニ漁
の現状や養殖状況、養殖施設の必要性を知事に説明し
ました。また、漁協の職員が海中のウニ籠１つを引き
揚げ、新鮮なウニを知事が試食すると「うまい！普段
食べるウニとは全く違う」と話していました。

その後、漁協生産部を見学したり、通行人からの握
手や写真撮影に応じたりして約30分間古平町に滞在
しました。

７
16 古平のウニ漁の説明に傾聴
「なおみちカフェ」で鈴木道知事来町

７月９日から毎週火曜日に地域福祉センターでの貯
筋運動が行われています。貯筋運動とは鹿屋体育大学
の福永名誉教授が考案した、自分の体重を負荷に座っ
たままできる５種目の簡単な運動です。公益財団法人
健康・体力づくり事業財団が北翔大学に依頼し行われ
ており、町民の介護予防に役立てることが目的です。

参加者は約１時間、音楽に合わせて様々な運動に取
り組みました。指導していた北翔大学の川西教授は

「朝夕10回ずつ行うと見違えるように動けるようにな
る」と話していました。

参加者の小林イヨさんは「いい運動ができてよかっ
た。家でも簡単な運動を実践しようと思います」と話
してくれました。

７
16 毎日実践し新しい自分に

貯筋運動

浜町のお達者クラブの活動として地域福祉センター
で「ふまねっと」が行われました。「ふまねっと」と
は50cm四方のマス目の網を床に敷き、その網を踏ま
ないように歩く運動です。

ふまねっとサポーターの中村安雄さん指導のもと、
初めは歌いながら真っ直ぐに歩くだけでしたが、だん
だんと左右斜めにと動きが複雑に。足の運びに集中す
るあまり歌が聞こえなくなったり、動きがわからなく
なったりして、参加者の笑い声が聞こえてきました。

参加した佐々木マサ子さんは「途中から参加したけ
れど楽しく簡単な運動ができました」と話してくれま
した。

７
17 歌に合わせて縦横斜めに踏まネット

浜町お達者クラブ「ふまねっと」
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消防操法訓練大会のようす

乾杯しながら利き酒を楽しむ参加者たち

正調越後盆踊りを習うようす

江別市の北海道消防学校で北海道消防操法訓練大会
が行われました。大会には各地区12の消防団が出場
し、古平消防団は後志代表として19年振りに出場し、
４月から練習を積み重ねてきました。

競技内容は小型ポンプ操法で、３本のホースを延ば
し10m先にある標的を倒す訓練で、スピード・規律・
節度・敏捷性・チームワーク・安全性が審査されます。

古平消防団は張りつめた緊張感の中、練習の成果を発
揮すべく取り組み、12消防団中５位という結果でした。

髙野団長は「当初は隊員の選抜や日程調整など苦労
もありましたが、出場隊員と消防職員が１つになり大
きな成果をあげることができました。ご声援いただき
ました皆様に心から感謝します」と話していました。

７
19 張りつめた緊張感の中で

北海道消防操法訓練大会

古平町商工会納涼ビアガーデンが文化会館の太陽ホ
ールで行われ、蒸し暑い中でしたが多くの町民が集ま
りました。

会場ではビールや焼き鳥、フランクフルトなどに列
ができ、ステージ上では『小樽Sea of Grace』による
ゴスペルや○×ゲーム、餅まきなどが行われ、子ども
からご年配の方までみんなが楽しんでいるようでした。

３つの日本酒から『純米吟醸酒ふるびら』を当てる
利き酒大会では、出場者の回答がきれいに割れる展開
に。ビンゴゲームでは１つ番号が発表されるたびに、
会場内がざわつき、大変な盛り上がりを見せていまし
た。

７
26 蒸し暑さを吹き飛ばせ

古平町商工会納涼ビアガーデン

小学生が所属する『少年少女わんぱく王国』と60
歳以上の方が所属する『たけなわ学級』が合同で盆踊
り体験をしました。

体験は正調越後盆踊り保存会の方が講師となり、参
加者約20人はその動きを見て踊ってみたり、個別に
教わったりしていました。また、ばちを持ち楽しそう
に太鼓をたたく参加者もいました。最後にはみんなで
生歌と生演奏の中、輪になって踊っていました。

参加した小学４年生の齋藤暖
はる

真
ま

くんは「初めは難し
かったけれど教えてもらい少し踊れるようになりまし
た」と話していました。

７
30 生歌生演奏の中輪になり踊る

わんぱく・たけなわ合同盆踊り体験
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レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
さ
れ
る
方
へ

○
レ
ン
タ
カ
ー
に
は
運
転
手
は
付
い
て
い

ま
せ
ん
。

○
レ
ン
タ
カ
ー
と
運
転
手
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
（
レ
ン
タ
カ
ー
事
業

者
が
借
受
人
に
対
し
て
紹
介
や
あ
っ
せ
ん

す
る
こ
と
も
含
む
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
白

バ
ス
」「
白
タ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
法
律
に

違
反
す
る
行
為
で
す
。
利
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
は
、
車
を
借
り
る
こ

と
以
外
（
例
え
ば
、
借
り
た
車
両
を
レ
ン

タ
カ
ー
会
社
の
社
員
等
（
レ
ン
タ
カ
ー
会

社
が
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
す
る
者
を
含
む
）

が
運
転
す
る
な
ど
）
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

○
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
た
場
合
に
は
、
車

を
借
り
受
け
た
利
用
者
自
身
が
運
転
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
※
）。

※
車
を
借
り
受
け
た
利
用
者
自
身
が
、
自

ら
の
意
志
で
他
の
人
に
運
転
を
依
頼
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
実
際

に
運
転
す
る
人
の
氏
名
等
を
あ
ら
か
じ
め

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
へ
申
告
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
違
法
な
「
白
バ
ス
」「
白
タ
ク
」
を
利
用

し
て
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
適
切
な
損
害

賠
償
が
な
さ
れ
ず
、
治
療
費
な
ど
の
金
銭

的
損
害
額
を
利
用
者
自
身
が
全
額
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

○
運
転
者
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
手
配
は
、

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
貸
切
バ

ス
事
業
者
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
運
送
法
の
許
可
を
受
け
た
貸
切
バ

ス
事
業
者
の
車
両
に
は
「
緑
ナ
ン
バ
ー
」

（
※
緑
字
白
字
又
は
白
地
緑
字
緑
外
枠
）

が
付
い
て
い
ま
す
。

○
道
路
運
送
法
の
許
可
を
受
け
た
貸
切
バ

ス
事
業
者
に
は
「
領
収
証
」
や
「
運
送
引

受
書
」（
運
行
の
経
路
、
貸
切
バ
ス
事
業

者
の
住
所
・
連
絡
先
等
、
運
賃
及
び
料
金

の
額
な
ど
を
記
載
し
た
書
類
）
な
ど
の
関

係
書
類
を
利
用
者
へ
交
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
口
約
束
の
み
で
運

行
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
お
問
合
せ
先

　

国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局

　

札
幌
運
輸
支
局

　
☎
０
１
１-
７
３
１-

７
１
６
７

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す

　

全
国
の
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
お

困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
受
付
日
時　

平
日　

９
～
17
時
要
予
約

○
そ
の
他　

無
料　

匿
名
可　

秘
密
厳
守

○
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０-

７
７
１-

２
０
８

◇
お
問
合
せ
先

　

�

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー

　

東
京
都
港
区
芝
大
門
２-

10-

12　

４
階

　

☎
03-

５
７
７
７-

１
８
０
３

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、
防
衛
医

科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

北
し
り
べ
し
福
祉
ま
つ
り

　

「
地
域
共
生
社
会
」
の
理
解
に
向
け
た

普
及
啓
発
発
動
や
福
祉
事
業
所
に
よ
る

ド
ー
ナ
ツ
や
小
物
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま

す
。

○
日
時　

９
月
７
日
㈯
10
～
14
時

○
場
所　

道
の
駅
ス
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
ル
よ

　
　
　
　

い
ち
交
流
広
場

◇
お
問
合
せ
先

　

北
し
り
べ
し
福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
０
１
３
５-

48-

５
９
０
０

お
子
さ
ん
の
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

巡
回
児
童
相
談
は
、
北
海
道
中
央
児
童

相
談
所
の
「
児
童
福
祉
司
」
と
「
心
理
判

定
員
」
に
よ
る
こ
ど
も
の
発
達
や
関
わ
り

方
に
関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
成
長
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
っ
た
ら
相
談
！

●
こ
と
ば
が
気
に
な
る

　

発
音
、
話
し
方
、
吃
音
、
こ
と
ば
の
遅
れ
、

独
り
言
な
ど

●
発
育
や
発
達
の
様
子
が
気
に
な
る　

　

視
線
が
合
わ
な
い
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
、

年
齢
に
合
っ
た
遊
び
が
で
き
な
い
な
ど

●
落
ち
着
き
の
な
さ
や
行
動
が
気
に
な
る

　

落
ち
着
い
て
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
常

に
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
、
飛
び
出
す
、
暴

力
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ど

●
他
の
子
と
う
ま
く
遊
べ
な
い

　

人
と
の
や
り
取
り
が
苦
手
、
人
の
輪
に

入
れ
な
い
な
ど

●
し
つ
け
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

●�

学
校
や
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
た
が
ら

な
い

※
こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々
な
相
談
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。

～
巡
回
児
童
相
談
は
申
込
が
必
要
で
す
～

○
実
施
日
・
場
所

　

令
和
元
年
11
月
13
日(

水)

　

古
平
町
文
化
会
館

　

令
和
元
年
11
月
14
日(

木)

　

積
丹
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

○
申
込
期
間

　

９
月
６
日(

金)

ま
で

※�

申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
別
日
及

び
別
会
場
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

指
定
日
時
及
び
申
し
込
み
期
間
以
外
で

も
相
談
は
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
係
（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）

　
　

☎
42
‐
２
１
８
２
（
内
線
12
）

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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図書館ボランティアの活動が開始してから８月で１年が経ちました。
文化会館図書室やＢ＆Ｇ海洋センター内図書コーナーの季節を感じさせる装飾はお楽しみいただけている

でしょうか。装飾の他にも、絵本のクリーニングや壊れた本の修繕の仕方を学ぶなど、図書を長持ちさせる
ために大切な作業もボランティアの方にお手伝いしていただいています。
また、現在図書館ボランティアでは「布絵本」の制作を行っています。フェルトで動物を作り縫いつけて

いく作業は、簡単かと思いきや、とても細かな作業
でみなさん集中して針を動かしています。完成した「布
絵本」は乳幼児健診時に行われるブックスタートや文
化会館図書室でお披露目できればと考えていますの
でどうぞお楽しみに！

今
日
も
ま
た
畑
の
手
入
れ
面
白
し
伸
び
く
る
野
菜
喜
び
く
れ
る�

泉　
　
　
清　
三

余
り
に
も
知
ら
無
さ
過
ぎ
る
町
の
道
わ
が
こ
と
乍
ら
呆
れ
恥
ず
か
し�

今　
泉　
ベ　
ル

歩
み
止
め
見
上
げ
る
滝
の
す
さ
ま
じ
さ
水
の
し
ぶ
き
の
涼
し
さ
嬉
し�

小
山
内　
い
お
子

爽
や
か
な
空
に
ほ
っ
か
り
綿
雲
が
風
と
戯
れ
時
空
を
駆
け
る�

金　
子　
寿　
子

穏
や
か
な
み
ど
り
輝
く
令
和
元
年
喜
び
乍
ら
わ
れ
は
生
き
ゆ
く�

坂　
本　
信　
子

晴
れ
る
で
も
曇
る
で
も
な
く
一
日
の
終
り
の
頃
は
や
ゝ
蒸
し
暑
く�

鈴　
木　
時　
子

都
会
で
は
鳥
の
声
こ
そ
聞
か
れ
ぬ
が
朝
の
雰
囲
気
違
っ
た
感
じ�

田　
中　
香　
苗

来
る
時と

き代
も
穏
や
か
な
世
を
願
ひ
つ
つ
昭
和
平
成
遠
く
な
り
た
り�

寺　
田　
カ
ツ
子

雨
も
止
み
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
花
々
は
青
空
の
下
笑
ふ
が
に
咲
く�

玉　
谷　
美
都
子

太
陽
に
向
か
ひ
煌
め
く
海
原
へ
夏
の
ウ
ニ
漁
磯
舟
競
う�

佐
々
木　
と
も
子

古
平
町
岬
短
歌
会

風
に
色
水
に
も
色
や
今
朝
の
秋

沖
風
に
流
る
る
雲
や
浜
の
秋

急
行
を
待
ち
し
鈍
行
旅
の
秋

�

　
渡　
辺　
嘉　
之

ふ
る
さ
と
に
銘
酒
生
れ
て
月
の
宴

盆
の
月
湾
の
暗
さ
に
佇
ず
め
り

こ
の
島
に
馴
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
人
の
秋

�
室　
谷　
弘　
子

ま
あ
ま
あ
と
一
献
注
が
れ
時
は
盆

手
を
打
っ
て
リ
ズ
ム
は
脚
よ
盆
踊
り

ボ
ウ
ル
ペ
ン
時
に
は
止
ま
り
盆
の
歌

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

本の海より ～図書館ボランティア活動記④～

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

かわいい動物たちが登場する布絵本です♪
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氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

髙た
か

橋は
し　

英え
い

子こ

さ
ん	

84
歳	

7
・
13	

清　

住

岡お
か

﨑ざ
き　

イい

チち

さ
ん	

93
歳	

7
・
25	

沖　

町

外と

山や
ま

太た

三み

男お

さ
ん	

91
歳	

7
・
25	

あ
け
ぼ
の

工く

藤ど
う　

浩ひ
ろ

三み

さ
ん	

58
歳	

7
・
26	

旭　

町

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,000人　�（－４）

　男　	1,419人　�（－４）

　女　	1,581人　�（ ０ ）

世帯数	1,705世帯�（－４）

外国人	 49人　�（－２）

　男　	 6人　�（ ０ ）

　女　	 43人　�（－２）

令和元年７月末日現在
住民基本台帳人口

ふるびら

元気っ子
町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は８月に誕生日を
迎えた子どもです。

髙
たか

橋
はし

　えまちゃん
８月14日生
保護者　生さん
(浜一）　聖子さん
聖子さんより
食べること、外に出ることが好
きな女の子です。

　７月19日、幼児センターの親子レクレーションがB&G海洋センターで行われました。クラスごと
に写真を撮影後、五十嵐所長が「短い時間ですが、親子で触れ合ってたくさん楽しんでいってくだ
さい」と挨拶。競技は、磁石のついた釣竿で釣った魚をペンギンの口に入れる『ペンギンもぐもぐ
リレー』や、親子２人で１つの大きな海水パンツを履きそのスピードを競う『で海パンリレー』な
どが行われました。親が目隠しした子を誘導し行う『スイカ割り』では、子どもが目隠しをめくっ
てしまったり、左右がわからなかったりと笑い溢れるレクレーションとなりました。参加した渡部
さん親子は「子どもの成長が見られて楽しかったです」と話してくれました。

幼児センター親子レクレーション
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